
東京ユースヘルスケア推進事業について

中高生等の思春期特有の健康上の悩みなどに対応するための

相談窓口を設置 ※詳細別紙

妊娠適齢期や婦人科疾患等に関する相談支援・健康教育・

普及啓発を実施する区市町村を支援 ＜予算規模＞１６自治体

妊娠を考える男女のプレコンセプションケアの推進に向け、

正しい知識の普及啓発やAMH検査への支援等を実施 ※詳細別紙

相談窓口「わかさぽ」の設置(予算額：314,407千円)

プレコンセプションケアに係る取組(予算額：30,000千円)

区市町村補助(予算額：35,000千円)

令和５年度予算
３７９，４０７千円

都が委託等で実施

区市町村支援

新規

拡充



対面相談について、区部への固定の相談場所を設置するなど拡充

事項 内容

電話相談 週２日：水曜１５～２０時、日曜９～１４時

メール相談 常時受付（電話相談と同じ時間帯に回答）

対面相談

上半期：月２回実施（区部・多摩部で、隔月で交互に実施）

下半期：区部への固定の相談場所１か所設置（週３日）

多摩部は月２回の相談継続

広報動画作成 TikTokやYouTubeにアップする動画の制作

中高生等の思春期特有の健康上の悩みなどに対応するための相談窓口「とうきょう若者

ヘルスサポート（わかさぽ）」を設置する。

東京ユースヘルスケア推進事業（相談窓口「わかさぽ」の設置）

R５年度の取組

令和５年度予算額 ： ３１４，４０７千円


